
第１ 一般会計決算の概要

１ 一般会計決算状況

一般会計の予算現額は、9,025億1,873万2,364円で、
前年度と比較して、 1,284億3,038万8,770円、
率にして、3.05パーセント減少しています。

歳入決算額（総額）は、8,125億1,528万4,155円で、
前年度と比較して、 1,209億1,543万7,014円、
率にして、2.51パーセント減少しています。

歳出決算額（総額）は、7,914億8,509万 961円で、
前年度と比較して、 1,138億4,566万 492円、
率にして、1.72パーセント減少しています。

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4

歳入 7,474.1 7,140.7 7,091.8 7,046.2 7,366.9 6,735.9 6,754.5 7,821.7 8,334.1 8,125.1

歳出 7,248.7 6,963.5 6,918.8 6,900.0 7,216.3 6,618.7 6,626.7 7,569.6 8,053.3 7,914.9
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【一般会計決算規模の推移】
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２ 一般会計歳入歳出収支の状況

歳入決算額（総額）から歳出決算額（総額）を差し引いた歳入歳出差引残額
（歳計剰余金）は、210億2,019万3,194円で、前年度と比較して、
70億5,977万6,522円の減少となっています。

このうち翌年度へ繰り越すべき財源135億673万1,429円を差し引いた
実質収支額は、75億1,346万1,765円で、前年度と比較して、
9,597万69円、率にして1.26パーセント減少しています。

この実質収支額の2分の1以上に相当する37億5,673万1,000円は、
地方自治法第233条の2の規定に基づき、青森県財政調整基金に積み立てられ、
歳計剰余金の残額の172億6,346万2,194円は、令和５年度の一般会計の
歳入に組み入れられました。
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増　減　額 増 減 率

令和４年度 令和３年度 （Ａ）－（Ｂ） （Ｃ）

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｂ）

円 円 円 ％

1 902,518,732,364 930,949,121,134 △28,430,388,770 △3.05

2 812,505,284,155 833,410,721,169 △20,905,437,014 △2.51

3 791,485,090,961 805,330,751,453 △13,845,660,492 △1.72

4 21,020,193,194 28,079,969,716 △7,059,776,522 △25.14

5 継 続 費 逓 次 繰 越 額 406,987,900 2,188,937,060 △1,781,949,160 △81.41

繰 越 明 許 費 繰 越 額 12,519,806,985 17,933,751,404 △5,413,944,419 △30.19

事 故 繰 越 し 繰 越 額 579,936,544 347,849,418 232,087,126 66.72

計 13,506,731,429 20,470,537,882 △6,963,806,453 △34.02

6 7,513,461,765 7,609,431,834 △95,970,069 △1.26

7 3,756,731,000 3,804,716,000 △47,985,000 △1.26

8 17,263,462,194 24,275,253,716 △7,011,791,522 △28.88
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（第１表）
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